
中学校社会科（歴史的分野）学習指導案 

単元名  

 

鎌倉への道 

 内容のまとまり 

Ｂ 近世までの日本とアジア 

（２）中世までの日本 

（ア）武家政治の成立とユーラシアの交流 

 

１ 単元目標 

・ 武士が台頭し、武家政権が成立して、武士による支配が全国に広まり、武家政権が発展していっ 

たことを資料から読み取ることで理解し、鎌倉時代の諸産業や交通の発達についての知識を身に 

付けている。 

 ・ 武家社会の発展、諸産業や交通の発達と、文化の特色などについて、多面的・多角的に考察し、 

その過程や結果を適切に表現している。 

・ 中世の日本について、よりよい社会の実現を視野に、課題を主体的に追究しようとする態度を 

養う。 

 

２ 単元を通して身に付けたい資質・能力 

 鎌倉時代の学習は、武家政権の成立、将軍と御家人との主従関係による封建制度、また執権政治、武

士の台頭による新しい文化についての学習なども多い。本単元では、謡曲『鉢木』のエピソードを紹介

しながら、「いざ鎌倉」を導入として、鎌倉時代の土地を介した主従関係を学習する中で、交通や流通

について取り上げ、陸運である鎌倉道および、海運である六浦を中心とした交通の発達と横浜との関連

についても学習していきたい。 

 

３ 実践計画の概要 

（１）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

鎌倉幕府の成立、元寇（モン

ゴル帝国の襲来）などを基に、

武士が台頭して主従の結び付き

や武力を背景とした武家政権が

成立し、その支配が広まったこ

と、元寇がユーラシアの変化の

中で起こったことを理解してい

る。 

 武士の政治への進出と展開、

東アジアにおける交流、農業や

商工業の発達などに着目して、

事象を相互に関連付けるなどし

て、アの(ア)から(ウ)までについ

て中世の社会の変化の様子を多

面的・多角的に考察し、表現し

ている。 

 中世の日本について、よりよ

い社会の実現を視野にそこで見

られる課題を主体的に追究しよ

うとしている。 

鎌倉時代を大観し、武士の台

頭や武家政権の成立の様子など

を諸資料から読み取り、理解し

ている。 

諸産業や交通の発達について

多面的・多角的に考察し、その

過程や結果を適切に表現してい

る。 

中世（鎌倉時代）の日本につ

いて、よりよい社会の実現を視

野に、課題を主体的に追究しよ

うとしている。 

 

 

 

 



（２）単元の指導計画と評価計画［３時間扱い］ 

学習活動と内容（時間数）３時間 主な資料（◆）と教師の支援（◇）など 

１ 鎌倉幕府の成立 

 源平の争乱から鎌倉幕府が成立する過程につ

いて、年表を読み取ったり、封建制度について

理解したりする。 

２ 鎌倉時代の交通の発展 

 関東の御家人が京都までどのような陸路を辿

ったかを資料から読み取ったり、横浜市の白地

図を利用して、鎌倉街道について作図したりす

ることを通して、鎌倉時代の交通の発展につい

て理解をする。 

３ 鎌倉時代の人々の生活 本時 

交通の発展が人々の生活に与える影響につい

て関心をもち、宿場町や助郷などの役割を理解

することを通して、鎌倉時代の人々の生活の様

子について考えを深める。 

◆関連年表、幕府のしくみ 

◇武家政権の特色について、理解させる。 

 

 

◆謡曲「鉢木」、横浜市白地図、鎌倉街道要図、 

鎌倉七切通写真 

◇謡曲「鉢木」のエピソードから当時の陸路の 

様子を気が付かせる。 

◇新旧の地図を比較することで、旧街道が現在 

の主要道路となっていること読み取らせる。 

◆鎌倉の街並復元模型、宋・元から輸入した銀 

貨、蔵経、磁気 

◇交通の発展を通して、人々の生活の様子につ 

いて気づかせていく。 

 

４ 本時目標 

・ 鎌倉の街並みや輸出入品にかんする資料を読み取り、当時の人々の生活の様子について考えを深め

る。                                

・ 鎌倉時代の交通について関心をもち、人々の生活の様子を主体的に追究する。 

 

５ 本時展開 

主な学習活動と内容 主な資料（◆）と教師の支援（◇）など 

・鎌倉の街並復元模型や宋・元から輸入した銀貨、 

蔵経、磁気の資料から、鎌倉時代の人々の生活 

について考える。 

 

 

【予想される生徒の反応】 

Ｓ：武士、商人、農民、外国の人。 

 

  

【予想される生徒の反応】 

Ｓ：宿場、馬借、問（問丸）、市。 

Ｓ：交通の要地ができる。 
 

◆六浦地形復元模型（資料１）、鎌倉の街並復元模 

型（資料２）、宋・元から輸入した銀貨、蔵経、 

磁気（資料３） 

◇特に、鎌倉の街並復元模型から、当時は海路で 

外国ともつながっていたということを理解させ 

る。 

【発問例】 

Ｔ：どんな人々が街道を行き交っていたのだろ 

うか。 

 

【発問例】 

Ｔ：人の行き来が多い道では、何が発展するだ 

ろうか。 

  



・交通の発達は、鎌倉時代の人々の生活をどのよ 

うに変化させたのか、考えを深める。 

 

 

【予想される生徒の反応】 

Ｓ：人の集まる所に市ができるようになった。 

Ｓ：特産品や都から運ばれた織物、工芸品など 

が作られるようになった。 

  

◇鎌倉道や船によって物資が鎌倉まで運ばれるこ 

とで、交通が発達したこと、交通が発達するこ 

とで、物資だけではなく、人々の行き来も多く 

なったことにふれさせる。 

【発問例】 

Ｔ：交通が発達することになり、人々の生活は 

どのように変化したのだろうか。 

 

 

 

６ 博物館との連携（参考文献など） 

・朝夷奈切通  

・六浦地形復元模型（資料１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鎌倉の街並復元模型（資料２） 

 

 

 

 

 

 

・宋、元からの輸入品（資料３） 


